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中野区空家等対策審議会への諮問について 

 

 

中野区空家等対策審議会条例第 2条に基づき、下記のとおり諮問いたします。 

 

 

記 

 

 

《諮問事項》 

中野区空家等対策基本計画の改定に当たっての基本的考え方と、同計画に盛り込むべ

き事項等について 

 

《諮問理由》 

中野区における空家等対策につきましては、これまで「中野区空家等対策基本計画」

に基づき、適正管理の促進や発生の抑制、利活用の推進等に取り組んできたところです。

しかしながら、人口構造の変化や住宅ストックの高経年化、相続の増加等を背景として、

空家等は今後も増加することが懸念され、その様態も多様化しております。また、管理

不全空家等による防災・防犯上の課題や生活環境への影響、地域コミュニティの維持と

いった観点からも、対応の重要性が一層高まっております。 

こうした状況を踏まえ、現行計画の計画期間満了に合わせ、社会情勢の変化や制度改

正の動向を的確に反映しつつ、より実効性の高い計画へと改定していく必要があります。

特に、空家等の発生予防から流通・利活用、さらには管理不全状態への対応に至るまで、

総合的かつ段階的な施策を体系的に整理し、推進していく視点が求められます。 

つきましては、中野区空家等対策基本計画改定に当たっての基本的考え方と、同計画

に盛り込むべき事項等について諮問いたします。 


